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					このページは校正済みです
敬禮（きやうらい）するの四分（ぶん）の一にだも當（あた）らず。

109
敬禮（きやうらい）を以（もつ）て習（ならひ）となし、常（つね）に上位（じやうゐ）を尊重（そんぢゆう）せる人（ひと）には、四種（しゆ）の法（ほふ）增長（ぞうちやう）す壽（じゆ）と色（しき）と樂（らく）と力（りき）と。

110
人（ひと）若（も）し生（い）くること百年（ねん）ならんとも、汙戒（をかい）にして定（ぢやう）なくんば、戒（かい）を具（ぐ）し、禪思（ぜんし）あるものの、一日（にち）生（い）くるに如（し）かず。

111
人（ひと）若（も）し生（い）くること百年（ねん）ならんとも、劣慧（れつゑ）にして定（ぢやう）なくんば、慧（ゑ）を具（ぐ）し、禪思（ぜんし）あるものの、一日（にち）生（い）くるに如（し）かず。

112
人（ひと）若（も）し生（い）くること百年（ねん）ならんとも、怠惰（たいだ）にして精勤（しやうごん）足（た）らずんば、堅（かた）き精勤（しやうごん）あるものの、一日（にち）生（い）くるに如（し）かず。

113
人（ひと）若（も）し生（い）くること百年（ねん）ならんとも、(1)起滅（きめつ）を見（み）ずんば起滅（きめつ）を見（み）る人（ひと）の一日（にち）生（い）くるに如（し）かず。

114
人（ひと）若（も）し生（い）くること百年（ねん）ならんとも、不滅（ふめつ）の道（みち）を見（み）ずんば、不滅（ふめつ）の道（みち）を見（み）る人（ひと）の一日（にち）生（い）くるに如（し）かず。

115
人（ひと）若（も）し生（い）くること百年（ねん）ならんとも、無上（むじやう）の法（ほふ）を見（み）ずんば、無上（むじやう）の法（ほふ）を見（み）る人の一日（にち）生（い）くるに如（し）かず。


(1) 事物の生起滅盡、卽ち生滅を云ふ。



惡業品（あくごふほん）第（だい）九
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